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はしがき　i

はしがき

　「成人教育の社会学」、いつの頃からか、この書名をもつ研究を世にだした

いと思うようになった。それから、だいぶときが過ぎたが、ここにやっと上

程することができる。

　なぜ、「成人教育の社会学」なのか。成人教育あるいは社会教育の研究領

域では、あまりその拠って立つ学問的立場を明示する研究者は多くない。い

わば領域学として存立してきたといってよい。成人教育あるいは社会教育研

究は哲学、心理学、行政学、社会学など多様なアプローチが可能であり、か

つ、その学問的立場を明確にしつつ競い合い、補い合う方がより創造的な研

究の展開も可能なはずである。

　「私の立場は社会学である」、折にふれてこう主張するようになったが、で

は、そもそも社会学的アプローチとはどのようなものなのか。この学的立場

に立つことにより、これまでの研究をいかにブレークスルーできるのか、こ

れらの諸点を明確に示し得ていなかった。

　この書でどこまで明確にしえたのかは本書を読んでいただくしかないが、

この書でわたくしが強調したかった点は、以下の3点に集約できる。

　第1に、教育実践の意味を学習者の立場から描くことである。この点、本

書では「社会教育の研究では、学習者中心といいながらも、実践の分析は研

究者やファシリテーターの視点から語られる」（77頁）と述べている。欧米の

博物館教育研究を見ると、研究の中心には学習者理解が置かれるべきである

という、研究の焦点が明確である。学習者が何を学んでいるのか、いかに学

んでいるのか、これらの解明が職員たちの実践にも重要な意味をもつからで

もある。研究者は、学習者の学びのプロセスの解明を通して、教育実践に寄
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与することができるはずである。

　第2に、この点は研究者の拠って立つ学習論の立場と密接に関連する。日

本でも学習論の解明を志向する研究が一つの潮流をつくってきたが、この学

習論の理解が不十分なために、ただ「ふり返り」を強調するだけの議論にと

どまっているのではないか。これに対して、各章に違いはあるものの、本書

では構成主義的学習論の認識論的立場から実証的研究を重ねてきているとこ

ろに特徴がある。

　第3に、教育学的研究、実践における社会的価値の重要性をくり返し主張

してきた。教育における「技術者モデル」を批判しつつ、以下のように述べ

ている。

　教育という行為は、単なる技術的な過程ではなく、その行為をめぐる

価値の問題がつねに厳しく問われるべき実践である。しかも、教育によ

る諸個人の社会的成長を通して未来の社会をつくる「投機」としての性

格をもつ。ある所定の目的を前提とした教育実践を効率よく遂行するこ

とに視野が限られるとすれば、それは、現在の支配や社会構造を維持し、

正統化することにだけつながることになろう（13頁）。

　本書は、研究科長の職にある中で出版を準備してきた。その意味でも思い

で深い本となる。任期中に教育学研究科の改組に取り組んできたが、新しい

カリキュラムでもっとも重視したのが、この教育をめぐる価値や倫理を学ぶ

（省察する）ことの重要性である。この価値や倫理を「エデュフェア・マイン

ド」として理解した。

　やや長いが引用しておきたい。

　現代社会は、政治・経済・社会のグローバル化や、人びとの価値観・

アイデンティティの多様化、高度情報化などによって特徴づけられる。

その反面、排外主義や孤立主義が台頭し、異質性・多様性を許容しない

人々の増加や情報格差が課題として指摘されている。
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　こうした社会状況では、あらゆる人々が潜在能力を発揮・伸長できる

機会が与えられ、それぞれの異質性・多様性が尊重される環境づくりが

必要となる。具体的には、貧困家庭や、障がい者、外国人、民族的・性

的マイノリティなどの人々が排除されることなく公平に扱われ、社会の

一員として活躍できる環境づくりであり、このことに主体的に関わる自

覚と力量の形成を、次世代への働きかけを通じてだけでなく、すべての

世代の継続的な学びを通じて行うことが求められる。

　我々は、こうした人びとへの深い共感にもとづき、教育学研究や教育

的実践をとおして彼らの社会参画を支援し、一人ひとりの人間としての

可能性を最大限に発揮できる力を育むこと、それをとおして公正で包摂

的な社会（a fair and inclusive society）をつくろうとする倫理観をもつこと

を「エデュフェア・マインド」と定義する。

　よい教育とは何か。このもっとも基本的な「問い」が多くの研究で欠けて

いるのではないか。そもそも、教育という営みは、研究においても実践にお

いても、すぐれて価値志向的な性格をもつ。しかも、それは一つの正解があ

るというものではない。だからこそ、つねに教育の目的の妥当性を批判的に

吟味することが、「わたくしたち」（個人が理論的に構想するのではなく、協同で

つくるものである）には求められる。その基盤となるのが、エデュフェア・

マインドである。

　最後に、本書の構成を示しておこう。第1部は、「成人教育のポリティッ

クス」である。ここでは、成人教育の実践及び政策に働くパワーに焦点をあ

てつつ論じている。第1章「『パワー』と成人教育」では、成人教育の場に

作用する闘争と交渉というパワーの問題を理論的に論じる。第2章「『労働

の場の学習』とパワー」は、パワーの視点から学習する組織論や組織的学習

論を批判的に検討し、成人教育研究の課題と視点を提示する。つづく第3章

「若者の社会参加のポリティックス」では、青年・若者政策における「参加

論」をめぐる「言説」を検討し、その視点の転換をとらえる。これにもとづ

きあるべき参加論を提示する。
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　第2部「アート教育と意味構成」では、ミュージカル、ワークショップ、

美術館教育を対象に学びのプロセスをミクロに分析する。学習のプロセス解

明は、成人教育研究の中心的課題であるが、従来の研究では十分検討がなさ

れてこなかった。この点に焦点をあてた論文から構成される。第4章「震災

とアート教育の可能性」では、ミュージカルの実践を事例に、学びのプロセ

スの解明を通して、省察的学習論を批判し、ホリスティックな学習の意義を

主張する。第5章「ワークショップへの参加と自己変容のプロセス」では、

ワークショップ内でおきる意識変容のプロセスを解明し、インフォーマル・

エデュケーションとしての身体を通した学びのプロセス及びその意義を明ら

かにする。第6章「美術館経験と意味構成」では、来館者たちが、どのよう

な「解釈戦略」を通して作品を鑑賞するのか。この相互作用を通していかな

る意味を構成するのかを解明している。

　第3部「女性のライフコースとエンパワーメント」は、3つの章から構成

される。第7章「健康学習とおとなのエンパワーメント」は、医療生協の保

健委員活動に参加した女性のライフコースと、この学びのなかでの健康づく

りの主体としての成長を描く。第8章「エンパワーメントを支える学びの構

造」では、エンパワーメントを図ることのできる学びの構造とはどのような

ものなのかを論じている。つづく、第9章「社会変革と中国女性のライフ

コース」は、文化大革命を経験し、「革命」の終息とともに大学進学を果た

したコーホートの女性たちを対象に、彼女たちが文化大革命をどのように経

験し、大学入学への道をいかに主体的に切り拓いてきたのか、を記述する。

　第4部「社会的包摂と成人教育の可能性」は、モンゴルの体制転換のなか

で社会的に排除された人びとの運命を詳細に描きながら、彼・彼女たちを社

会的に包摂するうえで成人教育がどのような役割を果たしてきたのか、いか

なる可能性をもつのかを解明する。第10章「体制転換と社会的排除のプロ

セス」は、体制転換後、人びとがいかなるプロセスを経て零落していくのか、

その排除のプロセスをゲル集落の調査を通して明らかにする。最後に、第

11章「社会的包摂と成人教育の可能性」では、コミュニティ・ラーニング

センター（CLC）、教育生産センターの事業の意義を参加者たちへのヒアリ
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ングを通して明らかにしている。

　まだ論じるべき課題は少なくない。しかし、研究の領域及び分析の手法な

ど、これまでにない新しい地平を示すことができたのではないかと思う。
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